
５
月
30
日
、
市
役
所
広
場
で
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
、
国
連
で
開
か
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
に
参
加
さ
れ
た
楠
見
在
住
の
馬

場
潔
子
さ
ん
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
に
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
て
、

核
兵
器
禁
止
が
圧
倒
的
多
数
の
願
い
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
被
爆
国

な
の
に
ア
メ
リ
カ
に
し
が
み
つ
き
、
核
廃
絶
を
リ
ー
ド
で
き
な
い

安
倍
政
権
が
世
界
の
少
数
派
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

今
、
戦
争
法
案
の
論
戦
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
ど
の
子
も
戦
場
に
送
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
20
年
以
上
前
に
平
和
行
進
の
通
し
行
進
者
と
し

て
約
３
カ
月
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
時
「
平
和
行
進
は
、

歩
く
こ
と
で
沿
道
の
市
民
に
平
和
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
平

和
の
心
を
呼
び
さ
ま
す
運
動
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
歩
く
道
が
、
原
水
禁
世
界
大
会
に
つ
な
が
り
、

世
界
に
広
が
り
、
私
た
ち
が
世
界
を
引
っ
張
っ
て
い
ま

す
。
確
か
な
自
信
を
持
ち
、
元
気
に
歩
き
ま
し
ょ
う
！

No.6２
2015･6･14

連絡先

453-7758

ＮＯ.６２ 市民のねがいがとどく、あたたかい市政を！ 2015年6月14日（日）

日本共産党

南
畑
さ
ち
代
で
す

こ
ん
に
ち
は
市
会
議
員

日本共産党 和歌山市会議員

南畑 さち代

た
、
６
月
４
日
、
衆
院
憲
法
審
査
会
で
「
立

憲
主
義
」
を
テ
ー
マ
に
招
致
さ
れ
た
３
人
の

憲
法
学
者
、
笹
田
栄
司
氏
、
小
林
節
氏
、
長

谷
部
恭
男
（
や
す
お
）
氏
が
そ
ろ
っ
て
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
を
可
能
に
す
る
戦
争
法
案

に
つ
い
て
「
憲
法
に
違
反
す
る
」
と
の
認
識

を
表
明
し
ま
し
た
。

和
歌
山
市
で
も
様
々
な
取
り
組
み
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
「
戦
争
法
案
」
阻
止

の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
の
法
律
に
は
活
動
期
間
中

に
戦
闘
が
お
き
る
可
能
性
が
あ
る
「
戦
闘
地
域
」
に
は
行
か

な
い
と
い
う
歯
止
め
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
今
回
の
法
案
は
現
に
戦
闘
が
起
き
て
い

る
「
戦
闘
現
場
」
で
な
け
れ
ば
、
戦
闘
の
可

能
性
が
あ
っ
て
も
活
動
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

そ
う
な
れ
ば
自
衛
隊
員
が
「
殺
し
、
殺
さ
れ

る
」
危
険
性
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
す
。

志
位
委
員
長
の
「
必
要
な
場
合
に
は
武
器

の
使
用
を
す
る
の
か
」
と
の
質
問
に
、
安
倍

首
相
は
、
「
自
己
保
存
型
の
武
器
使
用
に
な

る
」
と
答
弁
。
し
か
し
志
位
委
員
長
は
、
外

務
省
自
身
が
「
国
際
法
上
『
自
己
保
存
の
た

め
の
武
器
使
用
』
と
い
う
特
別
な
概
念
や
定

義
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
た
文
書
を

示
し
ま
し
た
。

直
近
の
世
論
調
査
で
は
安
倍
政
権
が
法
案

を
「
十
分
説
明
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
」

が
81
・
４
％
（
共
同
通
信
）
、
「
廃
案
に
す

べ
き
だ
」
「
今
の
国
会
に
か
か
わ
ら
ず
時
間

を
か
け
て
審
議
す
べ
き
だ
」
が
あ
わ
せ
て
82

％
（
テ
レ
ビ
朝
日
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
が
５
月
27
日
、
28
日

に
衆
院
安
保
法
制
特
別
委
員
会
で
行
っ
た
連
続
質
問
が
大

反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

志
位
委
員
長
は
、
①
憲
法
９
条
を
破
壊
す
る
法
律
の
重

大
問
題

②
ア
メ
リ
カ
の
先
制
攻
撃
に
ノ
ー
と
い
え
な
い

日
本
政
府
が
ア
メ
リ
カ
の
言
う
ま
ま
に
集
団
的
自
衛
権
を

発
動
し
、
参
戦
す
る
危
険
―
に
つ
い
て
追
及
し
ま
し
た
。
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お問い合わせは南畑幸代まで
435-1113（日本共産党市議団直通）

日時：７月 １日（水）

７月１５日（水）
午後６時～７時

会場：河西診療所組合員ホール

申込：南畑幸代まで

日時：毎週木曜日
午前１０時～１２時

（電話での相談は常時行っています）

会場：南畑幸代生活相談所
TEL 453-3418、453-7758(自宅)
和歌山市善明寺411-4

無料生活法律相談

相談実施中は看板を出しています

無 料 生 活 相 談

６
月
８
日
、
「
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
制
度
の
拡
充
を
め
ざ
す
連
絡
会

わ
か
や
ま
」
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
市
長
へ
の
要
望
署
名
４
万
６

６
２
４
筆
を
提
出
し
ま
し
た
。

「
連
絡
会
」
代
表
の
佐
藤
洋
一
医

師
が
お
母
さ
ん
方
（
22
名
）
と
一
緒

に
荒
竹
宏
之
副
市
長
に
提
出
し
た
も

の
で
す
。
佐
藤
医
師
は
「
市
民
の
要

望
の
強
さ
を
肌
で
実
感
し
ま
し
た
。

な
ん
と
し
て
も
実
現
し
て
ほ
し
い
」

と
強
く
要
請
。
荒
竹
副
市
長
も
「
し

っ
か
り
市
長
に
伝
え
、
対
応
を
協
議

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
こ
ど
も

の
医
療
費
助
成
制
度
は
、
今
年
度
か

ら
入
院
費
が
中
学
校
卒
業
ま
で
無
料

と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
子
育
て

世
代
の
願
い
は
「
通
院
も
無
料
に
」

と
い
う
も
の
で
す
。

「
連
絡
会
」
は
引
き
続
き
助
成
制

度
拡
充
に
む
け
取
り
組
ん
で
い
く
予

定
で
す
。

小学校中・高学年の国語教科書にも採用されてきたお話
です。映画では、出征していく息子たちの無事を願い１本
ずつ桐の木を植え、帰りを待ち続ける母親の姿が描かれま
す。戦争が人々にもたらす悲しみ、そして普遍的な、いつ
の時代にも通じる〝母と子の情愛〟がそこにあります。

映画ご紹介 おかあさんの木

臨
時
議
会
等
報
告

臨
時
議
会
が
５
月
27
日
～
６
月
１

日
に
開
か
れ
、
議
長
、
副
議
長
を

選
出
、
新
会
派
も
決
ま
り
ま
し
た
。

議長：尾崎方哉議員、副議長：松井紀博議員

議会構成

至政クラブ １９人 公明党 ８人
日本共産党 ５人 誠和クラブ ４人
維新の党 ２人

日本共産党議員の常任委員会の所属

＊総務委員会 姫田高宏、松坂美知子
＊厚生委員会 中村朝人
＊経済・文教委員会 森下佐知子
＊建設・企業委員会 南畑幸代

「和歌山市母親大会連絡会」では、２,０００円で特別ペ
ア鑑賞券を取り扱っています。ご希望の方は南畑まで。

河北ブロック後援会がバスツアー
─── 初夏の奈良を行く ───
約１２年ぶりに取り組まれた河北後援会のバスツアーに

３３名が参加。東

大寺大仏殿は「小

学校の遠足以来や」

「久しぶりやな～」

などと言いながら

見物し、春日大社

やならまち散策を

楽しみました。

６月７日、滝畑の道路沿いの広場で、ミニコンサートも


